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交通弱者に対するモビリティの確保について 

高齢化・人口減少等の 

社会環境の変化 

モータリゼーションの 

進展による 

公共交通の衰退 

地域公共交通への取り組みの調査 

       ●地域特性による類型化・分析 

        ●計画・運営・運行形態等の分析 

行政が交通弱者に対し、基本的人権としての 

モビリティを確保することのニーズが高まる 

●行政主導の施策展開は住民ニーズに合っているか 

●郊外市街地では団塊世代の高齢化により交通弱者が急増 

●すべての交通空白地域に行政が支援することは財政的に困難 

今後に向けた新たな取り組みが必要なのでは？ 

コンビニエンスストアをまちのえきに！ 

●地域全体を巻き込んで計画を策定 

●財政負担軽減の観点から既存資産を活用 

●地域住民、事業者との協働による運営 

すべての交通弱者に対するモビリティの確保 
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状 
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析 

課 
題 
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策 
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各地での地域公共交通への取り組み 

（既存公共交通への支援・助成、コミュニティバスの導入等） 

ケーススタディ「和歌山市安原地域」 

典型的な郊外市街地での取り組みを検討 


